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第 1 章 問題と目的 

 

1.1 問題 

災害時には，被災者だけでなく支援者も多くのストレスを受けることが知られている

（新福・原田, 2015）。本谷（2013）は，災害支援においては，被災者や避難者に加えて，

支援者への支援も重要であると述べている。このことから，災害時における災害支援者の

メンタルヘルスケアについて検討する必要があるといえる。 

消防職員や警察官などの職業的災害救援者に生じるストレスである，惨事ストレス

（Critical Incident Stress）（松井, 2009）に対するメンタルヘルスケアの在り方は，阪神・

淡路大震災以降検討されてきた（大澤, 2010）。その検討は, 消防士や自衛隊員などの日常

から惨事ストレスに対する教育を受けている専門職から, 看護師などケアチームとして被

災地に入る専門職に対するものへと広がりをみせている（大澤・中島・村上, 2011）。 

大規模災害が発生後に被災地へ支援に入るのは, 惨事ストレスの対策が講じられている

専門職に加えて, 災害支援ボランティアなどの一般の人々も含まれている（清水・高木・

西川, 2000）。しかし，災害支援ボランティアに対する惨事ストレスや活動に伴うストレス

のメンタルヘルスケアについての議論は少ない（深谷・山本, 2013）。 

災害支援者の惨事ストレス対策として，重村（2012）は，（a）惨事ストレスの原則を理

解すること，（b）組織として惨事ストレス対策に取り組むこと，（c）惨事ストレスに対す

るセルフケアを行うこと，の 3 点を挙げている。災害支援ボランティアに対しては，保健

所や大学など多くの機関が，重村（2012）による惨事ストレスに対するセルフケアを行う

ことを推奨している。しかし，災害支援ボランティアは，職業的災害救援者と異なり，事

前研修に参加する機会が少ないことから，惨事ストレスなど，支援者に起こりうるストレ

スと対処について知ることがなく，重篤なストレス疾患に陥る可能性がある。また，災害

支援ボランティアに対して，組織的に惨事ストレス対策に取り組んでいるという報告は，

あまり見当たらない。 

 

1.2 目的と研究意義 

本研究では，災害支援ボランティアの一般ボランティアを対象として，災害支援ボラン

ティア特有のストレスについて明らかにした上で，支援活動におけるメンタルヘルスに関

わる要因を検討することを目的とした。 

本研究から得られた知見は，災害支援ボランティアのメンタルヘルスケアを考える資料

として活用されることが期待される。 

 

第 2 章 方法 

 

2.1 手続き 

大学生，もしくは大学生以降に，一般ボランティアとして災害支援ボランティア活動に

参加した経験のある災害支援ボランティアを対象とし，研究対象者を抽出した。研究協力

の同意が得られた研究対象者に対し，メールに記載された Google フォームの URL にアク

セスしてもらい，質問項目についての回答を求めた。 
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質問項目は，以下の 6 点であった。 

（１）属性（性別，年齢，職業） 

（２）災害支援ボランティア活動を行った回数 

（３）災害支援ボランティア活動を行った災害 

（４）災害支援ボランティア活動を行った時期 

（５）災害支援ボランティア活動で行った活動内容 

（６）災害支援ボランティア活動後のストレス反応 

次に，1 時間から 1 時間半程度の半構造化したインタビュー調査を行った。なお，イン

タビューの内容は，対象者の許可を得た上で録音した。 

 

2.2 インタビュー項目 

インタビューは，以下の項目について作成したインタビューガイドに従って実施した。  

（１） 活動を行った動機 

（２） 活動内容 

（３） 活動前のストレス 

（４） 活動中のストレス 

（５） 活動後のストレス 

（６） 活動のギャップ 

（７） 活動にあたって必要な準備 

（８） 所属団体から受けたサポート，受けたかったサポート 

（９） 活動体験の受け止め方 

 

2.3 分析方法 

録音された内容を逐語録として起こし，質的統合法（KJ 法）（山浦, 2012）に準じて分

析を行った。逐語録を分類・カテゴリー化し，各カテゴリー間の関係を図解化することに

より，カテゴリー間の関係性を明確にし，支援活動におけるメンタルヘルスに関わる要因

を検討した。分類・分析を実施する際は，災害支援および質的研究に精通する研究責任者

の指導のもと，研究担当者１名のほか，臨床心理学を専攻とする大学院生 4 名の計 5 名で

作業を進めた。3 事例目からは，研究責任者に指導を受けながら，研究担当者が分析を進

めた。 

 

2.4 倫理的配慮 

本研究において，研究対象者に対して，（１）個人情報の保護，（２）調査協力の同意撤

回の権利，（３）データの管理と処分の適切な処遇，（４）研究により生じる対象者への不

利益及び危険性，（５）謝礼の扱い，について口頭並びに書面でインフォームド・コンセン

トを得た。なお，本研究は，桜美林大学研究活動倫理委員会に承認された（承認番号 19069）。 

 

第 3 章 結果と考察 

 

本研究では，災害支援ボランティア特有のストレスを明らかにすることを目的としてい
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たが，インタビュー調査の結果，ストレスだけでなく，支援活動に関わる災害支援ボラン

ティアの認知や心理状態などについても語られた。 

対象者 8 名の逐語記録を質的統合法（KJ 法）により分析した結果，活動前 7 項目（【被

災地のために何かやりたい気持ち】，【道具的準備】，【活動に対する情報的サポート】，【被

災情報を得る】，【被災者を傷つけることへの不安】，【行ってみる・やってみる精神】，【個

人の資質と経験により習得された適応能力の高さ】）, 活動中 7 項目（【具体的な活動内容】，

【現地の人による道具的サポート】，【想定していた復興状況とのギャップ】，【被災状況を

見聞きして湧き起こるネガティブな感情】，【ボランティア同士の振り返り】，【運営の活動

方針に対する不満】，【活動に対する動機づけ】）,活動後 5 項目（【ボランティア同士の人

間関係に対する評価】，【被災情報を得ることの重要性】，【防災意識の高まり】，【活動体験

を語り継ぐ】，【活動継続への思い】）にグループ編成された。 

本研究の結果から，災害支援ボランティアの支援活動におけるメンタルヘルスケアとし

て，活動前には，被災者との接し方についての助言や，活動に対する情報的サポートを主

としたブリーフィングの重要性が示唆された。活動中には，ボランティア同士の良好な人

間関係作りや，振り返りの場を設定することで，メンタルヘルスの維持増進に寄与すると

考えられる。振り返りの実施時期については，活動中に行うことが望ましいと考えられる

が，活動中に振り返りの場を設定することが難しい場合は，活動後にフォローアップとし

て，ボランティア同士の振り返りを実施することが望まれる。 

 本研究の限界と今後の課題として，惨事ストレスの影響の検討や，所属団体の偏りがな

く対象者を抽出して調査を実施すること，活動後のストレス反応が高い者のメンタルヘル

スに関わる要因の検討，及び，【活動に対する動機づけ】の有無によるメンタルヘルスの影

響についての検討が挙げられる。
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